
草津宿田中七左衛門本陣、「雲州役所」を任じられる！ 

 

 草津宿本陣には出雲松江藩松平家の三つ葉葵

の紋が入った大名飛脚の書類等を保管しておい

た木箱が残っています。蓋には「御國用書」と記

されており、中にはいくつかの書状や書付が入

っていました。これはおよそ七里ごとに自藩の

書状をリレー方式で受け渡す継立(つぎたて)所を

設けたことから七里飛脚と呼ばれる大名独自の

飛脚便の御用箱です。 

 江戸時代、本陣が参勤交代に行きかう大名な

どを出迎え、もてなす施設であったことはよく

知られるとおりです。諸国の大名にとって、江戸

と国元を１年交代で行き来する参勤交代は大き

な労力を要するものでした。各藩は滞りなく行

列を進めるため、江戸の藩邸、大坂の蔵屋敷、国

元との連絡を取る独自の飛脚を抱え対処しまし

た。 

 松江藩の七里飛脚には、各宿に設置された七

里詰に、藩から派遣された詰役人が滞在する場

合と、本陣が請負う場合の２種類がありました。

東海道では、土山宿に詰役人を置き、草津宿は本 

 

 

 

陣請負で御飛脚受場所が置かれ、次の伏見宿に

はまた詰役人が置かれるという形をとり書状を

送りました。田中七左衛門本陣は、役人が詰めて

いた土山宿と伏見宿の間にあって「雲州御用」と

して御状箱を継ぎ立て、受け取りの印形を押し

て前後の詰所に渡すという役割を担っていたの

です。 

 本陣には御状箱が度々滞った際の御断りの書

状が残されています。川の増水、書状の雨濡れ、

飛脚夫の行き倒れなど、継立に異変があった場

合に対応しました。事が起こればまず草津宿に

届け出て対応をとった様子がうかがえます。 

 また御飛脚受場所は５年更新とされており、

更新の年には本陣から出された継続願の文書も

残っています。参勤交代の宿泊予約などの情報

も飛脚便でもたらされたことを考えると、御定

(おさだめ)本陣としての役割を確固としたものに

するための請願だったのかもしれません。 これ

もまた、よりよくもてなす心の一つといえるの

ではないでしょうか？ 

（令和６年８月・草津宿街道交流館 𠮷崎 早苗） 


